
1997年出土の木簡

坊売ニ
の の

堀伝
退

跡

あ

さ
か

丘障
・安
坂

・

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
多
可
郡
中
町
安
坂
字
城
の
堀

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
区
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
町
教
育
委
員
会

４
　
調
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当
者
　
宮
原
文
隆

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
坂

・
城
の
堀
遺
跡
は
、
中
町
中
央
平
野
の
や
や
北
よ
り
の
中
央
部
に
位
置

し
て
い
る
。
調
査
は
農
業
基
盤
整
備

・
道
路
建
設
に
係
り
数
次
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
た
。
農
業
基
盤
整
備
以

前
の
圃
場
は
、
約
五
〇
×
九
〇

ｍ
の
や
や
い
び
つ
な
長
方
形
の

範
囲
を

一
段
低
い
帯
状
の
回
場

が
取
り
囲
む
よ
う
な
状
況
を
呈

し
て
い
た
。
こ
れ
は
堀
の
存
在

を
暗
示
し
、
ま
た
字
名
に
も

「城
の
堀
」
が
遺
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
居
館
跡

が
存
在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
た
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
中
期

・
終
末
期
、
古
墳
時
代
中
期
、
飛
鳥
時
代
、

奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
室
町
時
代
の
遺
構

・
遺
物
が
非
常
に
多
く
確
認
さ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
近
現
代
の
瓦
粘
土
採
掘
に
よ
っ
て
、
多
く
の
遺
構
が
削
平

さ
れ
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
の
特
徴
は
非
常
に
多
ぐ
の
溝
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

弥
生
時
代
後
半
に
掘
削
さ
れ
、
埋
没
し
つ
つ
も
奈
良
時
代
後
半
頃
ま
で
遺
存
し

た
幅
五
ｍ
を
越
す
大
溝
は
、
先
の
瓦
粘
土
採
掘
を
免
れ
て
お
り
、
多
く
の
木
製

品
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
が
出
土
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
七
世
紀
の
黎

を
は
じ
め
と
す
る
農
工
具
、
奈
良
時
代
後
半
の
祭
祀
用
具

（人
形
代
・
馬
形
代
・

鍬
先
形
代
・
斎
串
な
ど
）
二
〇
〇
点
以
上
、
墨
書
土
器

（「宮
田
西
」
「下
古
川
」

「古
飯
廣
田
」
「□
依
」
な
ど
）
二
〇
点
以
上
が
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
呪
符
木
簡
二
点
は
、
東
西
約
五
〇
ｍ
、
南
北
約
九
〇
ｍ
の
規

模
の
室
町
時
代
の
居
館
を
め
ぐ
る
堀
か
ら
出
土
し
た
。
方
形
に
め
ぐ
る
堀
の
東

辺
及
び
西
辺
の
北
寄
り
に
は
、
対
に
な
る
よ
う
に
張
り
出
し
部
が
位
置
し
、
こ

こ
に
居
館
外
部
と
の
出
入
り
口

（虎
口
）
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

特
に
、
東
辺
の
虎
口
に
は
橋
脚
が
立
っ
た
ま
ま
遺
存
し
て
い
た
。
木
簡
が
出
土

し
た
の
は
、
こ
の
堀
東
辺
の
虎
回
の
堀
法
面
で
あ
る
。
居
館
全
体
で
み
れ
ば
、

こ
こ
は
鬼
門
の
方
向
と
な
る
北
東
部
に
あ
た
り
、
同
時
に
出
土
し
た
数
点
の
羽

子
板
状
木
製
品
と
の
関
わ
り
も
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
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釈
文

。
内
容
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の
　
。
「
（符
篠
）
急
ヽ
如
律
×

。
「
　
　
　
　
　
□
□

い
は
、
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
上
部
二
字
は
墨
も
よ
く
遺
存
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
下
の
文
字
は
木
質
に
残
る
凹
凸
に
よ
っ
て
幸
う
じ
て
判
読
で
き
る
。
裏

面
に
は
墨
書
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

②
は
、
下
端
及
び
左
側
が
欠
損
し
て
い
る
。
墨
は
比
較
的
よ
く
遺
存
す
る
が
、

調
査
時
の
傷
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
て
い
る
。
表
面
の
字
体
は
い
に
酷
似
す
る
。

木
簡
の
解
読
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏

・
山
下

信

一
郎
両
氏
の
教
示
を
得
た
。
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